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Semblog: RDFメタデータによるWeb情報の共有支援プラットフォーム
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We propose a personal knowledge publishing system called Semblogthat provide an integrated environment for
distributing small contents and making human relationship seamlessly. It enables people to exchange information
and knowledge with easy and casual fashion in degrees of personal interest, e.g. checking, clipping, and posting.
Semblog extends Weblogs by adding semantic tags to Weblog sites and entries with RSS/FOAF aggregators, for
an egocentric search method and recommendation. We design a new metadata module to define personal ontology
that realizes semantic relations among people and Weblog sites.

1. はじめに

本研究ではセマンティック Web技術を利用した個人のため
のコンテンツ流通支援システムを提案する．コンテンツの流通
プロセスは，その作成および公開だけにとどまらず，前段階に
おける情報収集を含めたサイクルとして捉える必要がある [1]．
しかしながら，現在のWeb環境においては流通プロセス全体
を統合的に支援する枠組みが用意されていない．
このような問題に対し，セマンティックWebでは，Web上

のコンテンツについて機械可読なメタデータを付加し，エー
ジェントによる情報処理を促進することを目標としている [2]．
現状のセマンティック Web技術が抱える問題点として，ユー
ザに対しどのようにメタデータを記述させるかといういわゆ
るオーサリング技術の不足が指摘されている．セマンティック
Webの要素技術であるResource Description Framework（RDF）
や RDF Schema（RDFS），あるいは Web Ontology Language
（OWL）は，XML に由来する記法の複雑さだけではなく，適
切な語彙の選択の難しさを内包している．これらの言語を専門
家だけではなく一般のユーザへ普及させるためには，アノテー
ションやマークアップを容易にすることが重要である．
本システムでは，有効なコンテンツ流通を提供するための

基盤として，RDF Site Summary（RSS）を利用する [3]．RSS
はWebサイトの概要を記述するために提案されたメタデータ
規格である．RSSにはWebサイトのタイトルや作成者といっ
た全体的な属性と，サイト内の各コンテンツの概要や更新時間
を記述することができる．すでに一部のWebサイトでは RSS
の配信が行われており，これを利用して各サイトが配信する
RSSを収集し，これを整形することで多くの情報を短時間に
閲覧するアグリゲータと呼ばれるアプリケーションやサービス
も生まれている．
このように，RSSによって情報の取得コストは減少したと

思われるが，その際に情報の選別は行われておらず，結果とし
て得られた情報には多くのノイズが含まれていると思われる．
また，上記の枠組みには新たな情報の生産活動に結びつけると
いった視点がないために，先に述べた情報流通プロセス全体を
支援しているとは言えない．
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Fax: 03-3556-1916，i2k@grad.nii.ac.jp

2. Weblogによる情報流通

本研究では，上で述べた問題へのアプローチとしてWeblog
による情報流通について検討を行う．近年のWebにおいて，個
人が運営する Weblogサイトが注目されている．Weblogにつ
いての明確な定義は存在しないが，一般的には雑記や他サイト
へのリンク，それに関するコメントが日々更新されるようなサ
イトの総称であるとされている [4]．

Weblogサイトでは，一定の読者層を想定して体系化された
コンテンツではなく，書き手が興味の赴くままに記述したス
モールコンテンツを配信する形態となっていることが多い．ス
モールコンテンツの内容は多種多様であり，日記から批評，他
サイトの紹介などフォーマットも大きく異なる．中でも，他サ
イトのコンテンツ紹介とそれに関するコメントは量が多く，頻
繁に更新されているコンテンツの一種である．紹介はハイパー
リンクやコンテンツ自体の引用によってなされ，その対象は通
常の Webサイトやニュースサイト，他の Weblogサイトまで
と多岐に渡る．すでにアメリカでは数十万，日本でも 10万近
い Weblogサイトが存在するともいわれる．Weblogは情報の
受け手であった人々を，再編集という手順を通して情報の送り
手に変えるという働きを持っているといえる．
多くのWeblogサイトではWeblogツールと呼ばれるコンテ

ンツマネジメントシステム（CMS）が導入されている．Weblog
ツールはWebブラウザ上でのコンテンツ記述・編集を可能にし，
その結果は即座に HTML 化されて公開される．多くのWeblog
ツールはMVC（Model/View/Controller）モデルというWebア
プリケーションの基本概念を踏襲しており，書き手は一度 View
テンプレートを定義しておけばその後は HTML タグ等の記述
をすることなしにコンテンツを公開することができる．これに
より，情報公開のためのコストは従来の HTML マークアップ
と FTP等によるファイルのアップロードによる方法と比較し
て劇的に低減する．このコストの低減が，スモールコンテンツ
の生産を可能にしているといえる．
また，Weblogツールは HTML と同様に RSSを自動生成す

ることが可能である．作成者等の属性はあらかじめユーザに
初期設定として Weblogツールに入力させたものを埋め込み，
各コンテンツの概要，更新時間および RSSが指す HTML ファ
イルの URI等はコンテンツが入力された際に自動的に記述さ
れる．Weblogツールによって，新たなコストをかけることな
く RSSを配信することができるため，一般のユーザにおいて
もメタデータの効用が得やすくなっている．
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3. Semblogプラットフォーム

本研究ではセマンティックWeb技術とWeblogツールを用い
てユーザの情報収集から生産，公開までを統合的に支援するた
めの「Semblog: Semantic Weblog」システムを提案する．この
システムを利用することで，ユーザは各人の視点に基づく情報
収集および情報発信を容易に行うことが可能になる．

3.1 Degree of Interest
本 研 究 で は ，情 報 収 集 お よ び 情 報 発 信 に 際 し

て”Check”，”Clip”，および”Post”という 3 レベルの興味
の度合い（Degree of Interest）を定義し，興味の強さに応じて
情報の配信プロセスを変える．
最も弱い”Check”レベルとは，ユーザーが特定の Webサイ

トや情報ソースに日常的にアクセスすることを意味する．ユー
ザはそのWebサイトのコンテンツ内容をあらかじめ知ってい
るわけではないが，過去の更新履歴からどのような情報が掲載
されうるかを知っている．本研究では，このような知識が情報
流通において重要な働きを持つと考え，ユーザが日常的に巡回
するWebサイトのリストを公開することで，そのユーザがど
の分野に興味を持っているかを表明するための支援を行う．こ
のリストには，サイトの URIやタイトルの他に，サイトに含
まれるコンテンツの概要が記述されている．概要部分は登録先
のサイトが更新するたびに変化するため，リスト自体が動的な
コンテンツとして他の閲覧者によって頻繁にアクセスされる可
能性が高まる．
次の”Clip”レベルとは，ユーザが閲覧したコンテンツの中で

とくに興味があったものを指定し，保存することで，後日同じ
コンテンツに再びアクセスしやすいようにすることを意味す
る．本システムでは，”Check”レベルで登録されたWebサイト
に含まれるコンテンツの中でユーザがとくに興味があるものを
指定することで，指定されたコンテンツのリストを作成，公開
する支援を行う．Cilpレベルの情報は個々のコンテンツへの興
味を表しているため，”Check”レベルでのサイト全般へのリン
クよりも強い意志を表明していると考えられる．また，Check
レベルのリンクはリンク先の内容が日々変わっていくが，Clip
レベルのリンクは Permalinkと呼ばれる永続的なリンクであり，
内容が変化しない．
最後の”Post”レベルとは，非常に強い興味を持つコンテンツ

に対してそれを引用し，コメントを付加して新しい情報とし
て発信することを意味する．ここでは，単なる興味だけでな
く，それに伴う意見の表明がなされる．本システムにおいて
は，”Post”レベルの情報発信はWeblogツールが担うものとし，
その前段階の情報収集プロセスについての支援を考える．

3.2 システム構成
本システムの構成を以下に示す．本システムはサービス型

とクライアント型の 2種の RSSアグリゲータおよび検索用プ
ログラム，そして Weblogツールから構成される．個々のモ
ジュールは RSSによってデータの交換が行われる．また，動
的に他のモジュールを呼び出す場合には XML-RPCプロトコ
ルによる通信を行う．WeblogツールにはMovableTypeなどの
既存のシステムを利用する．これらのツールは RSSならびに
XML-RPCをサポートしている．

3.3 RNA: RSS収集・配信サービス
RNA は Perlで記述された CGIプログラムである．ユーザ

は自身が持つWebサーバにこれを設置して運用することがで
きる．スクリーンショットを図 1に示す．

RNAのユーザは最初に RSSの登録を行う必要がある．他サ
イトが配信している RSSの URIを設定すると，RNAは HTTP
通信によってファイルを取得する．登録サイトには分類のため
にカテゴリを設定することができる．登録サイトのリストは
RSS化され，他のアプリケーションで使用することができる．
また，アグリゲータのサイトリストの標準フォーマットである
OPMLの読み込み，書き出しにも対応している．

RNA は登録された RSSを取得後，パース処理を行い，複
数の RSSツリーから 1つの「global」RSSツリーを構築する．
global RSSツリーは取得された全ての情報が格納されている．
次に，RNAはコントローラの要求に応じて globalツリーを加
工し．部分ツリーを生成する．ここでは，サイトごとの最新記
事を抽出したもの，サイトにかかわらず更新時間順にコンテ
ンツを並べるものといった 3種類のツリーを生成する．また，
ユーザはルールを記述したプラグインスクリプトを用意するこ
とで自由に部分ツリーを生成することができる．
生成された部分ツリーは，そのまま新しい RSSとして配信

するほか，XSLスタイルシートを用いてWebブラウザ側もし
くはサーバ側の XSLT エンジンによって可視化することが可
能である．また，RNA内部の HTML 変換エンジンによって，
ユーザがテンプレートファイルを用意することで部分ツリー
を HTML 化することも可能である．ここで用いられるテンプ
レートは HTML と類似したものになっており，XSLスタイル
シートよりも理解しやすく一般ユーザにもカスタマイズしやす
いものになっている．

RNAで表示するコンテンツのうち，ユーザが興味を持った
ものに対しては，1クリックでクリップリストに登録すること
ができる．クリップされたコンテンツは独自の RSSツリーに
格納され，その他の RSSと同様に配信される．通常のツリー
は内容が刻々と変化していくが，クリップのツリーからは情報
が消されることはない．

RNAは取得したコンテンツのそれぞれについて後述の Track-
Backリンクの有無をシステムに問い合わせ，存在する場合に
はこれを抽出する．また，Description内に記述されているハ
イパーリンクを同様に抽出する．抽出されたリンク情報は新た
なメタデータとして配信時に追加される．

図 1: RNA: Snapshot

3.4 glucose:クライアント型 RSSアグリゲータ
glucoseはWindows PC上で動作するクライアント型 RSSア

グリゲータである．既存のクライアント型アグリゲータと異な
り，glucoseでは RNA との連携によって情報の流通プロセス
を支援することを目指して開発されている．スクリーンショッ
トを図 2に示す．
ユーザは RNAと同様に他サイトが配信する RSSの URIを

登録する．OPMLの入出力にも対応する．また，RSSを配信し
ていないいくつかのニュースサイトについてはセンサープラグ

2



The 18th Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2004

インという Pythonスクリプトによって記事を切り出し，RSS
化することが可能である．

glucoseによって取得された RSSは展開され，3ペインのイ
ンターフェイスによって表示される．左ペインは RSSを配信
するサイトのリスト（チャンネル）である．右上のペインには
各コンテンツのタイトル，更新日時，サイト名等のリストが表
示されており，各項目によってソートすることが可能である．
右下のペインには選択されたコンテンツの内容が表示される．
また，ティッカー（電光掲示板）機能により，ユーザに対して
プッシュ形式で情報を伝えることも可能である．

RNAと同様に各コンテンツについて TrackBackを抽出する
ことが可能である．抽出されたリンクは右上のペインでメーラ
の「Re:」表示と同じように表示される．また，リンク先のコ
ンテンツは glucoseが先読みすることで，快適に閲覧すること
ができる．
興味のあるコンテンツについてユーザ自身のWeblogに記事

を追加する場合には，glucoseの Weblogインターフェイスを
用いて直接ポストすることができる．このインターフェイスに
は XML-RPCを利用している．

Weblogへのポスト機能と同様に，ユーザの持つ RNAのク
リップに情報を追加することができる．

図 2: Glucose: Interface

4. Semblogプラットフォーム上のアプリケー
ション

われわれは Weblogツールと RNAおよび glucoseによって
構築される RSS流通環境を Semblogプラットフォームと呼
ぶ．Semblogプラットフォームでは RSSを用いた情報収集か
ら Check型，Clip型，Post型の情報配信を行い，その結果が
再び RSSとして流通するというプロセスが作られる．このよ
うな RSSによる情報流通プラットフォーム上での応用例とし
て，複数の RNAを用いた情報推薦手法を提案する．

RNAでは XML-RPCプロトコルによって格納された情報の
入出力が可能である．これを利用して，複数の RNAの連携に
よる情報推薦を行うことを考える．
ここでは，個々のRNAを識別するために，Friend Of A Friend

（FOAF）形式のメタデータを用いる [5]．FOAFは RDFによっ
て人間関係を記述するためのメタデータフォーマットである．
FOAFには本人の名前，メールアドレス，Webページの URI
といった基本要素とともに，あるユーザ A が別のユーザ Bを
知っている状態を A knows B という形式で記述する．この
リンク関係は一方向である．RNAでは，FOAFによる人間関
係ネットワークを容易に拡張するために，1クリックでこのリ
ンクを張ることができる．ユーザはこの作業を繰り返し，自身

の RNAを中心としたスター型ネットワークを構築することが
できる．
このネットワークを利用して，個々の RNAに登録されてい

るサイトもしくはクリップの違いに基づく情報推薦を行う．以
下に手順を述べる．まず，自身の持つ RNAR0 と，パーソナル
ネットワーク上の RNAR1, . . . , Rn との類似度 Si を以下の式
で求める．

Si =
Ci

N0 + Ni

ここでNiはRiに含まれるサイト数を示し，CiはR0とRi

に共通なサイト数を示す．個々の RNA はサイトの URI リス
ト Ri = {u0, . . . , uk}を持つ．システムは，これらの URIに
対して推薦スコア V (u)を以下の式で与える．

Vi(u) =

(
Si if u ∈ Ri

0 if u 6∈ Ri (i = 1, . . . , n)

V (u) =

Pn
i=i Vi(u)

n

uiがR0に含まれていない場合には，システムはURIのリス
トをこのスコア順にソートしたうえでユーザに提示する．ユー
ザはこれらのサイトを 1クリックで自身の RNAに登録するこ
とができる．また，クリップされたコンテンツの RSSツリー
に対しても同様の手法を適用することが可能である．

5. パーソナルオントロジーの構築

スモールコンテンツを多様な形で処理するには，オントロ
ジーを用いたセマンティックマークアップが必要不可欠である．
オントロジーの構築については様々な手法が提案されている
が，精密なオントロジーをトップダウンに構築するためには，
専門家の知識が必要であるとともに，それらの知識を矛盾な
く組織化するためのコストが非常に大きくなる．本研究では，
日常的な分類行為のうちに個人の知識体系が表出するとの考
えから，そういった知識体系同士の連携という形でグローバル
な意味体系をボトムアップに構築することを考える．そして，
これらを実現するために，RSSおよび FOAFを利用して個人
の知識体系を記述する枠組みを提案する．図 3にパーソナル
オントロジーの概念図を示す．

図 3: Personal Ontology Framework

本研究では，パーソナルオントロジーを「ツリー構造を持っ
たカテゴリの体系」であると定義する．パーソナルオントロ
ジーは各個人が持つものであるとし，ユーザは日常的な作業
として記述もしくは収集したコンテンツをカテゴリに分類す
る．各カテゴリのラベルは任意である．既存のオントロジー
と異なり，パーソナルオントロジーをメタデータで記述するた
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めには，それを作成した人との関係を示す必要がある．そこ
で FOAFの語彙を用いて人とオントロジーの間の関連づけを
行う．
パーソナルオントロジーは個人を示す FOAF，カテゴリの構

造を示す RDFSオントロジー，収集および記述したコンテン
ツ集合を表現するコンテンツ RSSの 3つから構成される．
パ ー ソ ナ ル オ ン ト ロ ジ ー で 用 い る FOAF に

は ，基 本 的 な モ デ ル に 加 え て<foaf:interest> ，
<rs:personalontology> の 2 つの要素を追加する．
<foaf:interest> はコンテンツ RSSを示すための語彙で
ある．<rs:personalontology> は RDFSオントロジーを
示すために，本研究において新たに定義した語彙である．こ
の語彙は dc:relation のサブクラスとして定義されてお
り，ドメインは foaf:Agent ，レンジは rdf:resource で
ある．

RDFSオントロジーの記述形式は Open Directory Project
（http://www.dmoz.org/ ）に準ずる．各ノードにはフラ
グメント ID を付加する．
コンテンツRSSは既存のものと同様に記述する．既存のRSS

では dc:subject を用いてリテラルでカテゴリを表現する場
合が多い．これに対してパーソナルオントロジーで用いる RSS
では，<foaf:topic> を用いて RDFSオントロジーのフラグ
メント ID を指す．なお，RSSが指し示すカテゴリは必ずしも
ユーザ自身の持つ RDFSオントロジー内のものでなくともよ
く，他人の RDFSオントロジーや，その他のグローバルオン
トロジー内のカテゴリを示す場合もある．
このように，FOAF，コンテンツ本体およびオントロジーを

それぞれ別のファイルに分離して管理することで，既存のモデ
ルやアプリケーションとの後方互換性を確保し，また多様な意
味を表現することが可能になる．
このフレームワークによって以下のことが可能になる．ブッ

クマークやディレクトリを対象とする 2つのツリーの比較手
法によってカテゴリ間の類似判定とインスタンス（Webペー
ジ）のマッピングが可能になる [6]．これによって，意味的な
リンクを利用したコンテンツ検索・推薦が可能になる．また，
<foaf:knows> のネットワーク上で上のような検索を行い，
ネットワーク距離に応じたスコアを付加することでエゴセント
リック検索も容易に実現することができる [?]．
また，図 4に示すように，パーソナルオントロジーと ODP，

Wordnetのようなグローバルオントロジーとのマッチングをあ
らかじめ計算しておき，このグローバルオントロジーを介して
複数のパーソナルオントロジー間の類似度計算を行うことも可
能である．グローバルオントロジーはパーソナルオントロジー
と同じ構造をしているため，アルゴリズムを変更する必要は
ない．
この手法では，それぞれのユーザはコンテンツのフォルダ

分け以外に特別な作業（アノテーションなど）を行う必要がな
い．また，十分な量のコンテンツが分類された後には，それを
教師データとする学習手法を導入し，自動分類を行うことも可
能である．そのような状態では，ユーザは一切の作業を行わず
に新たなコンテンツが推薦される，いわゆるクエリーフリー
検索が実現される．他にも，自らが記述したコンテンツに対し
て，グローバルオントロジーの分類キーワードを自動的に付加
させるなど，新たなコンテンツのメタデータの表現力を高める
働きも期待できる．

図 4: Bottom-up Ontology

6. おわりに

本研究では，セマンティックWeb技術とWeblogを利用した
情報流通プラットフォームについて提案を行った．RDFに基づ
くメタデータを普及させるために，提案システムではWeblog
ツールによってユーザに負担をかけることなく RSSや FOAF
情報を配信する．また，Web上のコンテンツを多様化するため
に，”Check”，”Clip”および”Post”という 3種の興味に応じた情
報配信や，パーソナルオントロジーの構築を行う．提案システ
ムは 2種の RSSアグリゲータとWeblogツール，および応用
サービスから構成される．本研究で開発されたアグリゲータは
15000以上のダウンロード数を記録している．今後は，パーソ
ナルオントロジーが情報流通に与える影響について実証実験を
行う予定である．
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